
❹地域会費

ー伊賀市社会福祉協議会「社協会費」に、ご協力をお願いしますー
誰もが安心して心豊かに暮らせる地域づくりをめざして

■社協会費は、ボランティア・市民活動、小地域
の支えあい事業、 公的制度にはないサービスなど、
「誰もが安心して心豊かに暮らせる地域づくり」と、
「地域課題の解決に向けた、市民総参加の地域福祉
活動」をめざした、伊賀市社協独自の事業を進め
る上での大切な財源の一つとなっています。
　また、社協会員になることにより、一人ひとりが
『地域福祉』を自らの活動として受け止め、地域福
祉活動に間接的に参加していただいているという
意味も持っています。
　ぜひ、みなさまのご協力をお願いします。

♥社会福祉協議会は、
社会福祉法第 109条に基づき、
地域福祉の推進を図ることを目的に
組織されている民間団体です。

自治協等への「地域福祉活
動支援助成事業」に活用
●自治協等が行う、地域課題
解決に向けた、地域支援ネッ
トワーク構築のための助成
【例】地域交流／見守りネット
ワーク構築／災害時要援護者支
援／助け合い組織づくり など

社協組織活動のための
全市的な事業に活用
●広報啓発事業（広報あいし
あおう・社協ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼ ・゙ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ維持管理）
●地域福祉活動計画推進事業
●県社協会費　等

※会員の意向により、
「全市活動支援金」
「地域センター活動支援金」
のいずれかを選択して納入

全市活動
支援金
全市活動
支援金

地域センター活動
支援金

地域センター活動
支援金

地域福祉活動
支援金

地域福祉活動
支援金

●「社協会費」は、地域福祉推進のために、大切に活用させていただきます ●

＋
自治会等への「地域会費事業」に
活用
●地域の実状に応じて自治会等が設定
し、「地域会費助成事業」として助成
【例】ふれあい・いきいきサロン活動支援
／地域福祉に寄与する交流会・学習会等
／地域独自の福祉活動推進 など

❶一般会費 ❷特別会費
❸賛助会費

❶一般会員　１世帯５００円
　世帯単位で加入
❷特別会員　一口 1,000円
　個人単位で加入
❸賛助会員　一口 10,000円
　団体・法人並びに事業所を単位に加入
❹地域会員　地域の実状に応じて
　　　　　  自治会等が設定した金額
　自治会等を単位とした地域福祉活動の
　趣旨に賛同する世帯を単位に加入

社協各地域センターの
事業に活用
●地域福祉推進委員会開催
●地域センターだより発行
●各種地域センター事業
【例】イベントや交流会開催
／見守り支援の推進／人材
養成講座・研修会開催 など

社協会費の区分と会費

令
和

元年
 6月15日発
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サロンは、地域のみなさんが気軽に集える「楽しく」「気軽に」「無理なく参加できる」
地域の居場所です。少子高齢化や、共働きの世帯が増えていることで、地域のみ
なさんのコミュニケーションの機会が少なくなってきています。
サロンは、地域のコミュニケーションの機会や仲間づくり、見守りや介護予防、
健康の維持向上にもつながっているんですよ。

地域の担い手が減っていること等で活動を続けることが難しくなり、サロンの数
が減っているところもありますね。最近では、「コミュニティカフェ」といって、
ワンコインでだれもが参加できるようなサロンが増えてきていますよ。　

ぼく、三重県伊賀市の観光大
使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校３
年生として、だいすきな伊賀
のふくしのこと、もっと知り
たいぐりっ★

★ふれあい・いきいきサロンって、いろんな人が集える地域のお茶の間のような
場所だぐりね。みんなもまちもいきいき !! サロンに、ぼくも参加してみたいぐりっ♪

共同募金の配分金事業や、市の「介護予防サロン活動支援事業」の助成や補助を受
けているサロン、自主的に活動しているサロン、子育てサロンを含めると、伊賀市
内で２６０カ所以上あります。

へぇ！サロンは、いいことがいっぱいあるんだぐりね。
ちなみに、伊賀市ではどれくらいのサロンが活動してるぐり？

ねぇねぇ、ふれあい・いきいきサロンってなんだぐり？

すごーい！！たくさんのサロンがあるんだぐりね！
サロンの数は、どんどん増えているぐり？

その⑳
 「ふれあい・いきいきサロンって何だぐり？」の巻

ナルホド！ぼくも参加できるサロンがあるんだぐりね！
どうすれば、サロンをつくったり参加することができるぐり？

社協では、サロンの立ち上げや運営に関するお手伝いをしています。
サロンをやってみたい場合はもちろんのこと、サロンに参加したい場合も、最寄り
の社協の窓口までお気軽にご相談ください。
また、毎月広報裏面に「あなたのまちのふれあい・いきいきサロン」を取材してい
ます。ぜひ、読んでみてくださいね。

 今月お答えするのは
上野地域センターの、
奥田詩織です。みんな
で地域の居場所のひと
つ、いきいきサロンに
参加してみませんか？

上野
8
116
10
134

ふれあい・いきいきサロン
コミュニティカフェ

高齢者
子育て・障がい

計

いがまち
0
43
2
45

島ヶ原
1
8
0
9

阿山
0
24 
1
25

大山田
2
14 
1
17

青山
0
23 
2
25

計
11
228 
16
255

◆市内ふれあい・いきいきサロン実施団体数 (2019年５月末現在 )

まるまるカフェ(上野・コミュニティカフェ)
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患
者
さ
ん
の
声
に
つ
い
て

　
当
院
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
広
く
ご
意
見
を
募
っ
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
「
患
者
さ
ん
の
声
」
と
い

う
ご
意
見
箱
を
、
外
来
及
び
各
病
棟
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
ご
意
見
の
内
容
と
し
て
は
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
へ
の
応
対
な
ど
と
い
っ
た
職
員

の
接
遇
に
対
す
る
も
の
、
各
診
療
科
の
場
所

が
わ
か
り
に
く
い
、
駐
車
場
の
危
険
箇
所
と

い
っ
た
病
院
施
設
に
対
す
る
改
善
要
望
、
食

事
内
容
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
ご
意
見
を
月
１
回
集

計
し
、
当
院
と
し
て
の
対
応
策
を
検
討
し
、

患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
づ

く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
、
施
設
や
食
事
等
に
対
す
る

ご
意
見
が
１
１
４
件
、
職
員
に
対
す
る
ご
意

見
が
１
１
８
件
の
合
計
２
３
２
件
で
、
職
員

に
対
す
る
満
足
度
が
42
％
、
全
体
満
足
度
は

22
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
職
員
の

接
遇
が
特
に
重
要
と
考
え
、
平
成
28
年
よ
り

継
続
し
て
専
門
家
に
よ
る
全
職
員
対
象
の
接

遇
研
修
を
実
施
し
、
接
遇
能
力
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
30
年

の
職
員
に
対
す
る
満
足
度
が
従
来
よ
り
高
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
に
半
数
以
上
の

方
か
ら
は
不
満
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

ま
た
全
体
満
足
度
は
特
に
低
調
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
今
後
も
接
遇

研
修
を
続
け
職
員
に
対
す
る
満
足
度
の
向
上

を
め
ざ
す
の
は
勿
論
、
全
体
の
満
足
度
を
改

善
す
べ
く
院
内
環
境
の
整
備
や
食
事
内
容
の

改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
感
謝
の
お
気
持
ち
や
励
ま
し
の
お

『
当
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
』

　
　
　
　

上

野総
合市民病院より

　
　
　
　
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
　
事
務
部
長
　
諦
乗
　
正
　

言
葉
は
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
原
動
力

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
月
月
初
め
に
「
患

者
さ
ん
の
声
」
の
内
容
及
び
当
院
か
ら
の
回

答
を
院
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

付
き
の
点
、
ご
意
見
、
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
「
患
者
さ
ん
の
声
」
に
ご
投
函
く

だ
さ
い
。

　出
前
講
座
に
つ
い
て

　
当
院
の
医
師
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
元
に
直

接
伺
い
、
専
門
分
野
の
医
療
を
分
か
り
や
す

く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
医
療
の
知
識
を
深
め
、
今
後
も

健
康
で
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
院
内
に
お
い
て
も
患
者
さ
ん
の
声

を
い
た
だ
き
、
病
院
の
改
善
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
出
前
講
座
の

場
に
お
い
て
も
、
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
病
院
と
し
て
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
出
前
講
座
の
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
行
事

等
の
際
に
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
要
望
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
直
接
お
伺
い
し
打
ち
合

わ
せ
等
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
の
都
合
上
、
開
催
希
望
日
の

２
ヶ
月
前
ま
で
に
病
院
総
務
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
　
　
　
　
☎
０
５
９
５
（
24
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
FAX 

０
５
９
５
（
24
）
２
２
６
８

  

た
い
じ
ょ
う
　
た
だ
し

羽毛製品が
募金になります。

ダウン率
50％以上

穴が
あいている汚れている

綿・ポリエステル
フェザー布団
枕・クッション
は回収できません

○羽毛製品がございましたら、最寄りの社会福祉協議会 （伊賀市共同募金委員会）まで
お持ちください。お持ち込みが困難な場合は、お気軽にご相談ください。
上野地域センター：上野中町2976-1 ☎21-5866 阿山地域センター：馬場 1128-1 ☎43-1854
いがまち地域センター：愛田 513 ☎45-1012 大山田地域センター：平田 656-１ ☎47-0780
島ヶ原地域センター：島ヶ原 4743 ☎59-3132 青山地域センター：阿保 1988-1 ☎52-2999

◆ 回収された羽毛製品が募金になり、
じぶんのまちに使われます。
三重県明和町にある企業「エコランド ( 有 )」が、
使わなくなった羽毛製品を回収し、町内の障がい
者就労支援施設に解体を委託し、大手羽毛メー
カーが洗浄して高品質な羽毛に仕上げます。羽毛
製品をリサイクルすることで、「羽毛の安定供給」
や「環境の保全」「障がい者の就労支援」などに
貢献し、募金がじぶんのまちに使われます。

ＵMOU
PROJECTＵ

三重県共同募金会
個人、地域、団体、企業、学校で・・・
羽毛製品の回収に、ご協力ください

濡れている

◆羽毛製品を募集しています

ダウン率
50％未満

ダウン
ジャケット羽毛布団

＊季節の変わり目 ですね＊
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上野地域センター 申込先　☎0595(21)5866　FAX0595(26)0002
的当てゲーム 2
スキヤキ･ジャンケンゲーム 2
ボウリングゲーム 2
カラオケマイクセット 1
室内・屋外ペタンク 各 2
イージーアップテント 大3
イージーアップテント 中7 
タープテント 9
ポップコーン機(家庭用) 1
たこ焼き器（プロパン） 1
いがまち地域センター 申込先　☎0595(45)1012　FAX0595(45)1050
ポップコーン機 1
かき氷機 4
鉄板焼器 3 
イージーアップテント 2
公式輪投げ　 1
釣りっこゲーム 1
シャッフル＆ゴルフセット 1
島ヶ原地域センター 申込先　☎0595(59)3132　FAX0595(59)3145
綿菓子機 2
ポップコーン機 2
かき氷機 1
餅つき機 2 ・餅きり機 １
たこ焼き器（プロパン） 1
阿山地域センター 申込先　☎0595(43)1854　FAX0595(43)1577
モグラ 7兄弟 １ 
室内ボウリングセット 3 
高齢者疑似体験セット 10 
ポップコーン機 2 
ジャンボビーチボール85ｃｍ  10 
ナンバーストライクゲーム １
リバーシーゲーム 8×8 1
大山田地域センター 申込先　☎0595(47)0780　FAX0595(46)1165
ポップコーン機 2
ジャンボトランプ １
輪投げ １
青山地域センター 申込先　☎0595(52)2999　FAX0595(52)3555
木臼・杵・千本杵 2
鉄板焼器（プロパン） 大1小1 
室内ボウリングゲーム 2 
室内用紅白玉入れセット(床置き・背負い) 3
ジャンボトランプ 1 

バッゴーセット 2 
スカットボール 2
輪投げ各種 (4方向・木・プラ) ５
けん玉 49
ジャンボサイコロ 1 
水槽 2
フープ 15 
鉄板焼器（プロパン） 2 
電磁誘導ループ 1 
ボールボードゲーム 1

綿菓子機 1
ポン菓子機（3合用・プロパン） 1 
焼き芋機 1 
ワイヤレスアンプセット 1
スカットボールⅡ 1
羽根っこゲーム 1 
紅白玉入れ台 1

鉄板焼き器（プロパン）１
焼き鳥器（プロパン） 1
だんご焼き器（プロパン） 1
的ぬきゲーム ディスゲッター9  1
ジャンボサイコロ(大･小各1)

ジャンボトランプ 3 
輪投げ（4方向同時対戦） 2
輪投げ 1
綿菓子機 1
いか焼き器（プロパン） 1
ターゲットゲーム 2
紅白床置き玉入れ紅白セット 1

綿菓子機 2
ディスコン １
すき焼きじゃんけん 1

たこ焼き器（プロパン） 1 
だるま落とし 1 
ナインポケットターゲット 1 
輪投げ 2 
サッカーゲーム 1 

羽根っこゲーム 2
ビーンボウリング 2
発電機 (カセットガス式) 2
魚釣りゲーム 2　　
ワイヤレスマイクセット 1
フロアカーリング 2　　　　
綿菓子機 5
かき氷機 4
焼き芋機 2
プロジェクター３

たこ焼き器 2
ミニたい焼き器 1
石臼セット 1
開運お手玉ボード 1
たいこ相撲 1　
10点輪投げ 1 
思い出カルタ　1

輪投げ 2
たいこ相撲 1
友・遊ボウリング 1
的当てゲーム 1

テーブルカーリングゲーム  2 
かき氷機 2
たこ焼き器 3
ベンチサッカーゴールセット  1
羽根っこゲーム 1
囲碁ボール 1

かき氷　（手動） １
羽根っこゲーム 1
唱歌カルタ 1

綿菓子機 ２
ナンバーストライクゲーム 1
的当てゲーム 1
ＤＶＤプレーヤー 1

だるま落とし 1
コマ（鉄芯、木製） 75
コーンボウル 1
コローリング 3
木の国パズル日本 1 
カルタ各種
木臼・杵・千本杵セット 1
ＤＶＤプレーヤー １
スクリーン 大１小 1
災害用炊き出しセット２

スマイル射的　1
ヨルフゲーム　1　
コローリング　1
デジビンゴDX　1　
トランプ（大・小 各1）
ターゲットゲーム 1

タープテント ５
トーンチャイム 2
ワンタッチテント 1
ビンゴゲーム １
高齢者疑似体験セット ８

ウッドアンバランス  3
フロートRボール 2
ＤＸニュールーレットゴルフ 1
百人一首 5
ワイヤレスマイクセット 1
スカットボール 1

イージーアップテント １
木の国パズル １

唱歌カルタ 1
かき氷機 大 1小 1
チームラビリンス 1
羽根っこゲーム 1

イベント用品＊
レクリエーション機材 無料貸出

❶原則として営利を目的とした活動や個人的使用、市
外での使用にはご利用いただけません｡
❷利用にあたっては、各地域センターに事前に貸出申込
書を提出するようにしてください｡土日休日予約不可。
❸次に使う人のことを考えて丁寧に使用し、清掃の上
ご返却ください｡土日休日貸出・返却不可。

●伊賀市社協では、共同募金配分金、社協会費、ボランティア基金、各種民間助成
等により購入したイベント用品やレクリエーション機材を無料で貸出します｡

❹利用日の３ヶ月前より、先着順に受付します。希望が重
複した場合は、他センターに再度お申し込みください。
❺使用者の過失により故障または損傷した場合は、使
用者により修理して返却するか、修理費を請求する場
合があることをご了承ください｡ボランティア活動保
険加入団体は保険で対応できます。
❻使用料は無料ですが、プロパンガスや材料、消耗品
は使用者にてご準備願います｡

●利用条件●

地域イベ
ントを

応援し
ます★



受講費用無料・受講定員 50名程度

来るべき南海トラフ地震や頻発する風水害に備え、
平常時から防災・減災に取り組むことによって、
災害時の被害を最小限にとどめ、いち早く復興に
向けて立ち上がる地域リーダー、災害ボランティア
センタースタッフを養成します。

●主催／伊賀市災害ボランティアセンター　
●後援／三重県・伊賀市
●協力／伊賀市社会福祉法人連絡会

７月１９日（金）13:30～1７:00　阿山保健福祉センター
開講式、福祉防災計画（ＢＣＰ）策定研修会① ＢＣＰ基礎研修　
講師／福祉防災コミュニティ協会　鍵屋 一さん

９月２１日（土）13:30～16:00　青山福祉センター
福祉避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）体験会
講師／福祉防災コミュニティ協会　湯井 恵美子さん

８月２３日（金）13:30～17:00　阿山保健福祉センター
福祉防災計画（ＢＣＰ）策定研修会② ＢＣＰチェック研修
講師／福祉防災コミュニティ協会　鍵屋 一さん

１０月２７日（日）8:00～12:00　三訪小学校　
伊賀市総合防災訓練　リアル避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）
講師／伊賀市災害ボランティアセンター

１１月９日（土）13:30～16:00　青山福祉センター　　　　　　　　　　
災害ボランティアセンターにおける資金とファンドレイジングマニュアル作成研修
講師／ (一社）日本地域福祉ファンドレイジングネットワークCOMMNET 理事長 久津摩 和弘さん　

１２月 ※日程未定（土・日）　市内市民センター　
おしかけ避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）①　※ＨＵＧ実施希望住民自治協議会
講師／伊賀市災害ボランティアセンター

２月１５日（土）13:30～16:00　いがまち保健福祉センター
おしかけ避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）振り返り
講師／伊賀市災害ボランティアセンター

第９期

●受講資格●　福祉施設職員、避難所運営委員、伊賀市災害ボランティアコーディネーター養成講座修了者、伊賀 
 市災害ボランティアセンタースタッフ登録者、みえ防災コーディネーター修了者、過去の災害にお 
 いて災害ボランティアセンタースタッフ経験者
●修　　了● ６回以上講座を受講した場合、伊賀市災害ボランティアコーディネーター修了証を授与します（既 
 に修了済みの方を除く）。市民ふくし大学講座専門講座として位置づけ、別途基礎講座を受講するこ 
 とにより、いが見守り支援員に認定します。（すでに認定済みの方を除きます）
●申込方法● 受講申込書に必要事項（氏名、住所、電話番号、生年月日）を記入の上、７月１２日（金）までに 
 伊賀市社協本部または各地域センターへお申し込みください。
 申込用紙は、伊賀市社協ホームページからもダウンロードできます。 ▼http://www.hanzou.or.jp/

　　　　　　　　　   　　　　　 社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会 
　　　　　　　　  　　　　　伊賀市上野中町 2976-1 上野ふれあいプラザ３階 ☎0595-21-5866

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

市民ふくし
大学講座

基礎講座 専門講座
いが見守り
支援員

◇この講習会は、市民ふくし大学講座 専門講座として認定されます。

Practice Course for Disaster Volunteer Coordinators

実 践

１月 ※日程未定（土・日）　市内市民センター　
おしかけ避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）②　※ＨＵＧ実施希望住民自治協議会
講師／伊賀市災害ボランティアセンター

お申し込み
・

お問い合わ
せ先
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音
楽
療
法
う
た
お
う
会
を
通
し
て
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？
は
じ
め
て
の

方
も
大
歓
迎
！
（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

音
楽
療
法
う
た
お
う
会

《
上
野
会
場
》

　
【
日
時
】
７
月
24
日
（
水
）
10
時
～
11
時

　
【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階

※
駐
車
場
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

《
大
山
田
会
場
》

　
【
日
時
】
７
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
【
場
所
】
未
定

《
阿
山
会
場
》

　
【
日
時
】
７
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
15
時
30
分

　
【
場
所
】
阿
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
・
介
護
予

防
教
室
の
ご
案
内

若者の職業的自立のための総合相談窓口
いが若者サポートステーションいが若者サポートステーション
～15～39歳までの「働きたい悩みを抱えている人」を支援しています～

★就職相談と各種講座をしています（要予約）★

 
無 料

無料「パソコン講座」開催
【ＰＣ入門  ワード・エクセル・パワーポイント】
●日程　7月8日(月)/10日(水)
　12日(金)/17日(水)/19日(金)
●時間／10:00～15:15

■住所／伊賀市上野丸之内57-4 センタービル１階
■☎＆Fax／0595-22-0039 ■メール／iga-saposute@npo-en.or.jp
■開所日／月～金曜日 9:00～17:00 (土・日・祝 年末年始は休み)

仕事にいかせる‼■就職決定率　６７．３％！！

★ ハローワーク伊賀 出張相談日／６月１８日(火)・７月１６日(火) 13:00～16:00

「2018年度集計より」
新規利用者：55名　就職決定者：37名
（伊賀市:29名 名張市:25名 その他:１名）
男性：29名　女性：26名
年齢は20～29歳の人が一番多く、63.6％でした。
　

＊こんにちは＊ 
今日からできる 簡単手話講座

「昼」と「あいさつ」の
手話を組み合わせて表現します。

①「昼」
人差し指と中指
を重ねて、額の
中央にあてる。

②「あいさつ」
軽くおじぎをしながら、
向かい合わせた人差し
指を折り曲げます。

伊賀市健康福祉部障がい福祉課 ☎２２－９６５７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト

太
陽
に
両
手
ひ
ろ
げ
て
29 

th

　
ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
る
「
地
域
に
根
差
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
基
本
と
し
、
ご
来
場
い
た
だ
い

た
方
々
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
更
に
は
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
感
謝
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽
し

み
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
中
で
障
が
い
の
あ
る
方
々

へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
長
く
開
催
し
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
世
代
を
越
え
た
支
え
あ
う
心

の
熟
成
」
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
法
人
設
立
25
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
14
日
（
日
）

　
開
演 

13
時
30
分
～
16
時
30
分（
開
場
12
時
30
分
）

【
場
所
】
伊
賀
市
文
化
会
館
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
★
ひ
ま
わ
り
合
唱
団

★
村
木
厚
子
さ
ん 

記
念
講
演
（
元
厚
生
労
働

省
事
務
次
官
）
★
手
話
合
唱 

★
全
員
合
唱

※
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ン
、
組
み
ひ
も
な
ど
限
定

の
事
業
所
商
品
の
販
売

※
そ
の
他
、
和
太
鼓
演
奏
、
語
り
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
中

【
問
い
合
わ
せ
先
】
社
会
福
祉
法
人
維
雅
幸

育
会
内 

ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局 

☎
22-

８
６
０
０　
℻　
22
‐
８
５
８
５

　
伊
賀
市
内
で
様
々
な
形
態
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
移
動
・
送
迎
の
取
り
組
み
を
発
表
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
移
動
送
迎
の
あ
り
方

を
探
り
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
21
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

【
場
所
】
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
内
容
】

（
第
一
部
）

　
地
域
運
行
バ
ス
説
明

　
神
戸
北
斗
号

　
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
号

　
阿
波
ま
ご
の
手
号

（
第
二
部
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

さ
さ
ゆ
り

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ゆ
い
の
里

　
福
祉
有
償
運
送
説
明

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
富
山
大
学 

都
市
デ
ザ
イ

ン
学
部
都
市
・
交
通
デ
ザ
イ
ン
学
科 

准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
井  

博
登　
氏

【
参
加
費
】
事
前
申
込
不
要
・
無
料

【
主
催
】
い
が
移
動
送
迎
連
絡
会

【
後
援
】
伊
賀
市
・
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議

こ
れ
か
ら
の
移
動
送
迎

を
考
え
る
つ
ど
い

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
を
対

象
に
、
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と
就
職
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
21
日
（
日
）

　
10
時
30
分
～
12
時
「
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

　
13
時
～
15
時
30
分
「
福
祉
・
介
護
の
就
職

　
フ
ェ
ア
」

【
会
場
】
メ
ッ
セ
ウ
ィ
ン
グ
み
え　
　
　
　

　
　
　
　
（
津
市
北
河
路
町
19‐

１
）

福

祉
・

介

護

の

就

職

フ

ェ

ア
【
対
象
】
福
祉
・
保
育
・
看
護
の
職
場
に
就
職

希
望
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
一
般
・
学
生

※
津
新
町
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

※
託
児
室
あ
り（
予
約
制
７
月
12
日（
金
）締
切
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
三
重
県
社
会
福

祉
協
議
会　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
‐
２
２
７
‐
５
１
６
０



赤 い 羽 根 共 同 募 金 配 分 事 業 助 成 団 体 一 覧赤 い 羽 根 共 同 募 金 配 分 事 業 助 成 団 体 一 覧

リズム体操
(いがまち公

民館 )

あ
な
た
も
、ま

ちも
、いきいき！！

いがまち公民館

西部公民館 2F

島ヶ原子育て支援センター

いがまち保健福祉センター他

主にハイトピア伊賀 4F

ハイトピア伊賀 4F

ゆめぽりすセンター・ハイトピア伊賀等

神戸地区市民センター

三重県上野森林公園

ハイトピア伊賀

大山田福祉センター

いがまち保健福祉センター

いがまち保健福祉センター

伊賀有機

青山福祉センター他

青山福祉センター

月2回／第2・4土

週1回／木

月1回／土

月1回／不定

月1回／主に金

月1回

月1回／土

月1回／第1月

月1回／日

月1回／土

月1～2回

月1回／第3月

月1回／第4土曜

月3～4回／木

月1回

月1～2回/月～金

17:00～18:00

10:30～11:30

10:00～14:00

10:00～12:00

9:30～11:30

10:30～11:30

13:00～15:00

10:00～11:30

13:00～15:00

9:00～12:00

10:00～11:30

10:30～13:30

13:30～16:00

10:00～13:00

10:00～11:30

10:30～15:00

障がい等共通した当事者・その他（障害児者の親）

子育て中の親・子ども1～3歳

子育て中の親・子ども0～15歳

子育て中の親・子ども3～12歳

子育て中の親・子ども1～6歳と兄弟児

子育て中の親・子ども0～4歳

子育て中の親・子ども0～12歳

子育て中の親、子ども0～3歳

障がい当事者と親、子育て中の親、子ども0～9歳

子育て中の親・子ども1～12歳

子育て中の親・子ども0～3歳

子育て中の親・未就園児

子育て中の親・子ども0～18歳・障がい者

子育て中の親・子ども0～6歳

子育て中の親・子ども0～2歳

子育て中の親・子ども0～6歳・ＯＢ・小学生

リズム体操

幼児サークルつくしんぼ

ツインズ伊賀

ハミングバード

プチモモ

てんとうむし

ハッピーちるどれん

かんべ元気っ子広場

虹のおくりもの

ひまわりの花

ハートフルママ

プレいちご

おもちゃ図書館あそび

いが森のようちえん

こそだち応援隊しゃぼんだま

育児サークルあいあい

 会名称　　　　　　　　　　 活動場所　　　　　　　　  開催日　　　　　 開催時間　　　 対象者（子どもの年齢等）
◆伊賀市内ふれあい子育てサロン・子どもの居場所実施団体一覧 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、
自治協、地区社協、ボランティア、当事者組織等、地域住民が主体となって、
地域の福祉コミュニティづくりとして行われている、地域の居場所づくりです。

社協は、身近な地域の居場所づくりを支援します。

あ
な
た
も
、ま

ちも
、いきいき！！

ふれあい・いきいきサロン

ふれあい・いきいきサロン

子育てサロン・子どもの居場所16か所（2019年５月現在）

★掲載団体（共同募金事業助成団体）のほか、自主運営されているサロンもあります。

◆いきいきサロン
高齢者や障がい
者が集まり、ふ
れあい交流を図
る場づくり

◆コミュニティ
　カフェ
地域の集いの場、
話の場づくり

◆子育てサロン
未就学児とその
親が共に参加し
交流・相談活動
を行う場づくり

◆子どもの居場所
地域で子どもを
見守り、育てて
いく場づくり

てんとうむし (ハイトピア伊賀 )

サロンについての
お問い合わせは、
社協各地域センター

まで
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数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑

張っていきたいと思いま

す。

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人住民を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人住民
も含まれています。
※７５歳以上の高齢者及び後期高齢化率には外国人
住民も含まれています。
※７５歳以上の高齢者の全人口に占める割合を後期
高齢化率と表記しています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。   No.161  　　6 月号  8

編
集
後
記

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
75歳以上の高齢者
後期高齢化率
介護保険認定者数（施設・在宅）

	 ９１，７０３人（＋21人）
　２９，６４１人（－４人）
　　３２．３％（±0.0％）
１５，８６６人（＋４人）

１７．３％（±0.0％）
６，１５５人（＋31人）

編集・発行　　　　　社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/
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あなたのまちのふれあい・いきいきサロン（148）
コミュニティカフェ

れいわ（麗輪）

メンバー数／全住民参加可能
開催場所／古山界外公民館
開催頻度／月１回　第４火曜日

　約 20 年間続けられた「いきいきサロン古山界外寿会」が、平成の終
わりとともに閉幕し、そして令和の始まりと共に形を変え、「コミュニティ
カフェれいわ ( 麗輪 )」が誕生しました。
　昨年度より、「住民参加型のカフェスタイルのサロンをやっていったら
どうか」という声が上がってきたため、平成 30 年 3 月から本格的に立
ち上げに向けて始動しました。3 月末に、住民が集まる小場集会で提案し、
承認を得て、4 月初旬、運営に関する打ち合わせ会を開きました。そして、
迎えたオープン初日、約 20 名の地元住民が集まり、活気溢れるオープ
ンカフェが開催されました。カフェは、参加者の年齢を限定せず、地区
外の方も参加できるのが特徴で、玄関、障子ふすま、全ての出入り口が
解放されていたり、全て手作りで装飾されていたり工夫がされています。
　今後の展望として、「参加者みんなでアイデアを出し合い、コミュニティ
カフェを作り上げていきたいと考えています。担い手と参加者の垣根を
越えて、そこに集まる人たちが自分たちでやりたいことを主体的に行う
雰囲気づくりをし、活動を盛り上げたいです。」と語ってくれました。
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本
部・上
野

〒518-0869 
伊賀市上野中町2976番地1 上野ふれあいプラザ３階
TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本部） ueno@hanzou.or.jp（上野地域センター）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp

〒518-1313
伊賀市馬場1128番地の1　阿山保健福祉センター
TEL：0595（43）1854／FAX：0595（43）1577
Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp
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数字で見る伊賀市の福祉 平成３１年４月３０日現在（前月比）
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●活動を始めたきっかけ
　住民自治協議会活動の一環で柘植小学校ボランティアに所属し子
どもたちと接してきました。枠を広げて活動してみたいと思ってい
たところ、区役員から民生委員・児童委員への就任を依頼され、お
受けして５年数ケ月となり活動中です。
●活動内容
　毎月開催のサロンを楽しく盛り上げ、お一人暮らしの方に接する
時間を作り、子どもたちとは保育園や小・中学校行事の裏方として
お手伝いしています。音楽バンド活動としては、各地区のサロン・
敬老会・施設などを訪問し、皆さんと楽しいひと時を過ごしています。
地域内では、近所の声掛け・見守りを中心に活動しています。
●今後の抱負
　昭和・平成・令和の時代と共に福祉活動も大幅に変化しています。
民生委員児童委員からの福祉に対する要望も、行政・社会福祉協議会
の財政難等の壁で受け入れてもらえない難問が蓄積しています。前に
進むための勉強と情報と対策を求め、活動に拍車を掛けて我々民生委
員児童委員が共に団結して解決に立ち向かっていきたいと思います。 No.156

増
ますおか

岡  茂
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樹さん（69 歳）
いがまち在住
伊賀地区民生委員児童委員
ギター・マンドリンクラブ
たんぽぽ代表


